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1.はじめに

2005年 3月から9月末まで,名古屋市北東部の丘陵地帯で開催された日本万国博覧会 (愛知万

博)では,北シベ リア産のマンモス (ユカギルマンモス)の生体標本が展示されている.このマ

ンモスについては,国内外の関係者により様々な科学的分析に基づく総合研究が推進されている

ところである.名古屋大学年代測定総合研究センタ-では,加速器質量分析法による放射性炭素

(14C)年代測定法を用いて,ユカギルマンモスの年代に関する研究を進めている (Nakamuraeta l,

2005).

この愛知万博のマンモス展示会場では,来場の記念品として,マンモス象の全体像からできて

いる装飾品が市販された.このマンモス象の全体像の素材が,マンモス象の牙材であるかを確か

める手段の-つとして,この牙材の 14C年代測定を実施した.本報告は,その分析結果の予報であ

る.

2.試料の調製と14C測定

装飾品は,象牙様のものを削ってマンモスの全体像が作られている.たて,よこ,厚さがそれ

ぞれ 25mmX35mmX3mm 程度の形状で,重さは,1.95gであった.像の表面には,象牙製の印材

のような光沢がある.また,象牙の年輪にあたるような縞模様が見られるところもある.このマ

ンモスの像は,作成されたばかりで表面の破損や傷は全く見られない.像の裏面を,アセ トンを

キムワイプにしませて表面を拭いたのち,デンタル ドリルを用いて年代測定試料を刷 りとった.

削り取った試料は粉末状で,約 12mgであった.本試料の調製方法は,中村はか く2083)が示して

いる入歯の調製とほぼ同様である.

粉末試料を,助燃剤である酸化銅約 500mgと共にバイコールガラス試験管に詰め,寒空装置で

排気してガラス試験管内の空気を完全に除去した.次にバイコ-ルガラス管をバ-ナ-で溶かし

て封じきり,資料,酸化銅の入ったガラス管を電気炉で900℃に加熱 して,資料を燃焼 して資料に

含まれる炭素を全て二酸化炭素に変えた.真空装置を用いて,生成された二酸化炭素を分離 ･精

製し,鉄粉末触媒による水素還元法で二酸化炭素をグラファイ トに変えた.グラファイ トから直

接の分析資料であるグラファイ トタ-ゲットを作成して,その炭素同位体組成 (14cj12C,13C/12C比)

をタンデ トロン加速器質量分析装置を用いて測定した くNakamwaetal,2004).試料についての
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14C/12C と標準物質についての 14C/12Cの比から,14Cの半減期 5568年を用いて,試料の 14C年代を

算出した.なお,この際に,タンデ トロンを用いて測定した 13C/12C 比を用いて,試料及び標準体

の 14C/12C比に対 して炭素同位体分別の補正を行った.

3 測定結果

両試料の種類,試料量,炭素の回収率, ∂13cpDB,14C 濃度, 14C 年代,実験室番号を表 1に示

す.

表 1 マンモスの像の年代測定の結果

試料の種類 元の試料量 炭素回収量 813cpDB 14C濃度 14C年代 Lab.#

(回収率) (%o) (Rsnl/R ADl950) (BP±1cF)

注意事項

014C年代値は BPの単位で､西暦 1950年から過去-遡った年代値で示 してある,

14Cの半減期として､国際的に用いられているLibbyの半減期 5568牢を用いて 14C年代値を算出した.

0年代値の誤差は onesigma(±1a ;l標準偏差)を示した.これは､同じ条件で測定を 100回繰 り返し

たとすると､測定結果が誤差範囲内に入る割合が 68回である事を意味する.誤差を表示の2倍 (±2(∫ ;

2標準偏差)にとると､誤差範囲に入る割合は95回になる.

0 a13cp｡Bを用いて炭素同位体分別の補正を行い た.すなわち,Conventional14cage(同位体分別補正 14C年

代)である.

象牙とされる粉末試料からの炭素の収率は 15.3% と,やや小さいが,池田 ･中村 (2001)が得

た値 (17.9%,17.5%) と調和的である.また,通常の歯牙コラーゲンからの炭素収率 (象の牙から

抽出した純粋なコラーゲンについては,40%に近い収率が得られている (池田 ･中村,2000))

に比べて低かった.

炭素安定同位体比 ∂13cp】)｡は-25±1%｡と得 られた.これは,草食動物である象の牙の値 としては

調和的な値である.

14C 年代は,31,700±150BPと得 られた.ロシアのシベ リア地域で見つかっているマンモスにつ

いて,これまで得られている14C 年代は,図 1に示すように幅広い分布を示 している (Vasil'chuket

al,1997).これ らの値と矛盾するものではない.なお,愛知万博にて展示 されているユカギルマ

ンモスの 14C年代は,ほぼ 18,300BPと得 られてお り (Nakamuraeta l,2005),ユカギルマンモス

とは生存時期が異なることになる.

- 173 -



14CageOfMammothsample

40000C3ロ)33OOOO守
0000≡

0

0

1

0001

l l l l l lot4cage くp

………'ー●……♂ ■…●'̀………
d

d姶

a

60 170 180 190 200 210 220 230

Samplenumber

図 1 ロシアシベリア地域のマンモスの 14C 年代

4.まとめ

マンモス象の全体像が削ってある素材について i4C 年代測定を行った結果,西暦 1950年から遡

って約 32,000年前の年代値を得た.この素材が象牙であることを,14C 年代測定から断定すること

はできない.しかし,これが象牙であるとすれば,間違いなくマンモスの牙であることが 14C年代

値から結論できる.また,この全体像の表面をよく観察すると,牙特有の年輪模様のようなもの

が見受けられることから,象牙である可能性は高いと判断する.
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Radiocarbondatingwithacceleratormassspectrometry
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Ornamentsmadeをom Mammothtuskweresoldatasouvenirshopofthe2005World

ExpositionatNagakute,Aichiprefectttre,Japan･OneoftheornamentswasHcdatedtoknow

theageoftheMammothtuskbywhichtheornamentwasmade舟om.

Thepreparationofthesamplefor14cdatingwasdonesimply･Thesamplewascleanedwith

acetoneonitssurface ,andpartofthesamplewasscrapedofr倉omthesamplesurfacewitha

dentaldrill.About12mgofthesamplepowderwascombustedtoCO2andBnallyconvertedto

graphite,whosecarbonisotopicratios(14C/12canduC/12C)Weremeasuredwithanaccelerator

massspectrometry(AMS)system atNagoyaUniversity･Fl'Om themeasuredcarbonisotope

ratios, 14cagesofthesampleswerecalculatedas3I,700土150BP,withone-slgmaerrOrS･

Theobtainedagewaswithintherangeoftheagesmeasuredsofarforthemammoth

samplescollected虫.om SiberianFar EastinRussia.Wecannotconcludede岱nitelybythe

availabledataatpresent,butitismostpossiblythattheomamentismade丘omMaJTlmOthtusk.
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